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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波信号を対象体に送信し、前記対象体から反射される超音波エコー信号を受信する
超音波システムであって、
　該超音波システムは、複数の受信チャンネルを有し、前記超音波エコー信号に基づいて
複数の受信スキャンラインを形成する超音波データ形成部を備え、
　該超音波データ形成部は、前記超音波信号の送信ごとに、前記複数の受信チャンネルか
ら提供されるデータを用いて前記複数の受信スキャンラインそれぞれに対応するスキャン
ラインデータを形成し、同じ位置の受信スキャンラインに対応するスキャンラインデータ
同士を累算（ａｃｃｕｍｕｌａｔｉｏｎ）して累算データを形成し、送信合成の数に基づ
いて前記累算データを格納するための格納開始位置を設定し、前記格納開始位置を１つず
つ移動させながら前記累算データを格納して、前記複数の受信スキャンラインそれぞれに
対応する超音波データを形成することを特徴とする超音波システム。
【請求項２】
　前記送信合成の数は、１回の前記超音波信号の送信を通じて同時に形成することができ
る受信スキャンラインの数であることを特徴とする請求項１に記載の超音波システム。
【請求項３】
　前記超音波データ形成部は、
　前記複数の受信チャンネルから提供される前記データを格納する第１のデータ格納部と
、
　前記第１のデータ格納部に格納された前記データを受信集束させるための受信遅延カー
ブルックアップテーブル（ｒｅｃｅｉｖｅ　ｄｅｌａｙ　ｃｕｒｖｅ　ｌｏｏｋｕｐ　ｔ
ａｂｌｅ）を格納するＦＤＣＵ（ｆｏｃｕｓｉｎｇ　ｄｅｌａｙ　ｃａｌｃｕｌａｔｉｏ
ｎ　ｕｎｉｔ）と、
　前記受信遅延カーブルックアップテーブルに基づいて前記第１のデータ格納部に格納さ
れた前記データを受信集束させて、前記複数の受信スキャンラインそれぞれに対応する前
記スキャンラインデータを形成する第１のデータ形成部と、
　前記同じ位置の受信スキャンラインに対応する前記スキャンラインデータ同士を累算し
て前記累算データを形成する第２のデータ形成部と、
　最初の格納領域である第１の格納領域と、前記格納開始位置に該当する第２の格納領域
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とを含む複数の格納領域を有して、前記第２の格納領域に前記累算データを格納する第２
のデータ格納部と、
　前記超音波信号の送信ごとに前記第２の格納領域を基準に前記累算データを格納する前
記格納領域を１つずつ前記第１の格納領域側へ移動させながら前記格納開始位置を設定す
る制御部と
を備えることを特徴とする請求項１または２に記載の超音波システム。
【請求項４】
　前記超音波データ形成部は、前記超音波信号の送信ごとに前記第２のデータ格納部の前
記最初の格納領域から出力される累算データを前記複数の受信スキャンラインそれぞれに
対応する前記超音波データとして出力することを特徴とする請求項３に記載の超音波シス
テム。
【請求項５】
　前記ＦＤＣＵは、前記複数の受信スキャンラインそれぞれに対応する前記スキャンライ
ンデータを形成するのに必要な受信遅延カーブルックアップテーブルを前記複数の受信ス
キャンラインで互いに共有することを特徴とする請求項３または４に記載の超音波システ
ム。
【請求項６】
　前記超音波データ形成部は、少なくとも１つのＡＳＩＣ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓ
ｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）として具現されることを特徴
とする請求項１ないし５のいずれかに記載の超音波システム。
【請求項７】
　前記複数の受信チャンネルは、Ｎ個の受信チャンネルと、Ｍ個の受信チャンネルを含み
、
　前記超音波データ形成部は、
　前記Ｎ（Ｎは整数）個の受信チャンネルを入力とし、前記Ｎ個の受信チャンネルから提
供されるデータを用いて前記複数の受信スキャンラインそれぞれに対応する第１の超音波
データを形成する第１のＡＳＩＣと、
　前記Ｍ（Ｍは前記Ｎと同じ整数）個の受信チャンネルを入力とし、前記Ｍ個の受信チャ
ンネルから提供されるデータを用いて前記複数の受信スキャンラインそれぞれに対応する
第２の超音波データを形成し、前記同じ位置の受信スキャンライン同士の前記第１の超音
波データと前記第２の超音波データとを加算して前記超音波データを形成する第２のＡＳ
ＩＣと
を備えることを特徴とする請求項１ないし６のいずれかに記載の超音波システム。
【請求項８】
　前記第１および第２のＡＳＩＣは、前記第１の超音波データと前記第２の超音波データ
とを加算する加算部をさらに備えることを特徴とする請求項７に記載の超音波システム。
【請求項９】
　前記超音波データ形成部は、前記送信合成の数に基づいて少なくとも１つのＡＳＩＣグ
ループを設定し、前記ＡＳＩＣグループは、少なくとも２個の前記ＡＳＩＣを含むことを
特徴とする請求項１ないし８のいずれかに記載の超音波システム。
【請求項１０】
　超音波信号を対象体に送信し、前記対象体から反射される超音波エコー信号を受信し、
最初の格納領域を含む複数の格納領域を有する格納部と、複数の受信チャンネルとを備え
、前記超音波エコー信号に基づいて複数の受信スキャンラインを形成する超音波システム
の超音波データ形成方法であって、
　該超音波データ形成方法は、
　ａ）前記複数の受信チャンネルから提供されるデータを用いて前記複数の受信スキャン
ラインそれぞれに対してスキャンラインデータを形成する段階と、
　ｂ）送信合成の数に基づいて前記複数の格納領域から格納開始位置を設定する段階と、
　ｃ）前記格納開始位置を基準に、前記スキャンラインデータを累算データとして前記格
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納開始位置の該当格納領域に格納する段階と、
　ｄ）前記複数の受信チャンネルから新しく提供されるデータを用いて前記複数の受信ス
キャンラインそれぞれに対して新しいスキャンラインデータを形成する段階と、
　ｅ）前記格納領域に対する前記格納開始位置を移動させて新しい格納開始位置を設定す
る段階と、
　ｆ）前記新しい格納開始位置を基準に、前記格納領域に格納された前記累算データと、
前記新しいスキャンラインデータとを累算した新しい累算データを前記新しい格納開始位
置の該当格納領域に格納する段階と、
　ｇ）前記段階ｃ）～ｆ）を繰返して行い、前記新しい累算データに基づいて前記複数の
受信スキャンラインそれぞれに該当する超音波データを形成する段階と
を備えることを特徴とする超音波データ形成方法。
【請求項１１】
　前記送信合成の数は、１回の前記超音波信号の送信を通じて同時に形成することができ
る受信スキャンラインの数であることを特徴とする請求項１０に記載の超音波データ形成
方法。
【請求項１２】
　前記段階ｂ）は、
　前記複数の格納領域の前記最初の格納領域を基準に、下記式１
　格納開始位置＝ｒｏｕｎｄ（送信合成の数／２）　　－－－－－（式１）
（ただし、前記ｒｏｕｎｄ（）は少数点以下の数を四捨五入することを示す。）
を用いて前記格納領域に対する前記格納開始位置を設定する段階
を備えることを特徴とする請求項１０または１１に記載の超音波データ形成方法。
【請求項１３】
　前記段階ｃ）は、
　前記格納開始位置を基準に、前記複数の格納領域に格納され、予め定められたデータと
、前記スキャンラインデータとを累算して前記累算データを形成する段階
を備えることを特徴とする請求項１０ないし１２のいずれかに記載の超音波データ形成方
法。
【請求項１４】
　前記段階ｅ）は、
　前記格納領域に対する前記格納開始位置を前記最初の格納領域側に１つ移動させて前記
新しい格納開始位置を設定する段階
を備えることを特徴とする請求項１０ないし１３のいずれかに記載の超音波データ形成方
法。
【請求項１５】
　前記段階ｇ）は
　前記複数の格納領域の前記最初の格納領域から前記新しい累算データが出力されると、
前記出力された累算データを前記超音波データとして出力する段階
を備えることを特徴とする請求項１０ないし１４のいずれかに記載の超音波データ形成方
法。


	header
	written-amendment

